
－1－ 

自動卵質測定機を利用した卵黄色の評価について(第 2報) 

  

篠原 啓子・笠原 猛・白田 英樹・三船 和恵 
  

要   約 

 自動卵質測定機：エッグマルチテスタ 5200(以下 EMT5200)及びエッグマルチテスタ 5000(以下

EMT5000)の卵黄色(以下:YC)の評価について，ロッシュヨークカラーファン(以下 RCF)と比較した。ま

た，測定された YCの傾向を色差計値で比較した。EMT5200は，YCの高低をあらわす性能としては RCF

と同等で，EMT5000よりその性能は高かった。また，YCの等級の傾向として，RCFが 5～8の時，EMT5200

が＋1高い値を示す傾向が認められ，9以上はその差が小さくなる傾向が認められた。EMT5200で測定

された YC と a 値の相関は高く，a 値について RCF 同等の判断を行っていることが確認できた。また，

EMT5000は，YCの低い部分は，測定値の精度が低く，通常機械の使用頻度が高いと考えられる試験 2

のような場合は，測定値の精度は高かった。 

目   的 

 前報 2)に引き続き，自動卵質測定機の卵黄色(以下 YC)の評価について調査した。今回は YCの測定精

度に改良が加えられた新型の自動卵質測定機：エッグマルチテスタ 5200(以下 EMT5200)について，前報

で旧型：エッグマルチテスタ 5000(以下 EMT5000)が YCの低い部分で測定値がばらつく傾向が認られた

ため，この点について新型の性能を調査することとした。また，特殊卵のような YCの高い卵について

も調査し YC の測定値を比較した。前報では，ロッシュヨークカラーファン(以下 RCF)による方法との

比較を行わなかったため，今回は RCF，EMT5200，EMT5000の 3法の測定値の比較と，それぞれの YC

の傾向を色差計値で比較した。 

材料および方法 

試験 1 YCが低い部分(YC8以下)の評価 

 ジュリアおよびボリスブラウン(5 羽×2 計 10 羽 61 週齢)を供試し，平成 12 年 6 月 15 日～7 月 4

日の 20日間，YCが低下する飼料を自由摂取させ，生産されたすべての卵について，YCを調査した。

飼料は，成鶏用飼料(CP18％，ME2,800kcal/kg)58％，米(精米途中にでる屑米)25％，魚粉(CP65％)9％，

植物性油脂 5％，カキガラ 3％の割合で配合し，計算値で CP18％，ME2,790kcal/kg とした。YC は，

RCF,EMT5200 および EMT5000(全国農業共同組合連合会製)で行った。また，卵黄の L，a，b 値は測色
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色差計(日本電色工業株式会社製)で行なった。 

試験 2 市販卵(YCが 9～12)の評価 

 市販されている卵で卵黄色に違いのある 3 種類を各 20 個調査した。卵黄色の調査は，試験 1 と同じ

方法で行った。 

結   果 

1. 試験 1 YCが低い部分(YC8以下)の評価 

 各測定法で得られた YC毎の個数と色差計値の傾向を表 1に示した。RCFは YCが 5～11，EMT5200

は 6～11，EMT5000は 3～13で EMT5000は測定値の幅が大きかった。RCFで得られた YC毎の L値

の推移は，YC 値があがるにつれて減少し，a 値は増加，b 値は 6～9 は一定の値で両側の等級は低く

なる傾向であった。 

YCの等級毎の L値の変動係数は 2.7～3.9％，a値は 9.0～17.9％，b値は 3.2～6.0％であった。 

 EMT5200 で得られた YC 毎の色差計値の推移は RCF と同様であったが，等級毎に比較すると YC

が 5～9の時，EMT5200が RCFより等級が 1高い傾向であった。YCの等級毎の L値の変動係数は 2.2

～5.2％，a値は 9.8～16.6％，b値は 3.6～6.4％であり，RCFとほぼ同等であった。 

 EMT5000はYCが 3～6，8～13で 2つの分布に分かれ，等級毎に比較するとYCが 8，9の時 EMT5200

と同様な傾向であったがその他は等級内の変動も大きかった。YCの等級毎の変動係数は，L値が 3.3

～6.6％，a値が 9.5～25.2％，b値が 2.6～7.6％で特に a値の幅が大きくなる傾向であった。 

2. 試験 2 市販卵(YCが 9～12)の評価 

 各測定法で得られた YC毎の個数と色差計値の傾向を表 2に示した。RCFは YCが 8～12，EMT5200

と EMT5000 は 9～12 で測定値の幅は 3 法ともほぼ同様であった。等級毎に比較すると，RCF と

EMT5200は試験 1の結果と同様に 8～9の時，EMT5200が RCFより等級が 1高く，10～11は同等で

12は EMT5200が RCFより若干低くなる傾向であった。EMT5200と EMT5000は全体的に EMT5200

が 5000より等級が低くなる傾向であった。各測定法の変動係数を特に a値で比較すると，RCFは 3.4

～9.2％，EMT5200が 6.5～7.2％，EMT5000が 9.6～10.0％で全体的に試験 1より小さくなる傾向が認

められた。 

 試験 2の結果を卵の種類毎で比較すると表 3のとおりであった。卵AのYCは RCFでは 9，EMT5200

と EMT5000では 10となった。卵 Bは RCFと EMT5000が 11，EMT5200が 10，卵 Cは 3法とも 11

であった。 

3. 測定法と測定法の相関および各測定法と色差計値の相関 

 試験 1と 2で得られた結果について，RCFと EMT5200および EMT5000，EMT5200と EMT5000の

回帰式および相関係数，予測値の標準偏差を表 4に示した。RCFと EMT5200は RCFと EMT5000よ

り相関が高く，予測値の標準偏差は EMT5000の 1/3で，測定の精度はかなり高いことが認められた。

また，EMT5200と EMT5000の相関は低かった。 
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 各測定法と色差計の回帰式を表 5に示した。YC値と色差計値は，いずれも a／b値＞a値＞L値の

順に相関が高かった。これは山上 3)らの報告と一致していた。また，測定法別にみると，RCF≧EMT5200

＞EMT5000 の順に色差計値との相関が高かった。a/b 値で予測した値の標準偏差は，RCF が 0.758，

EMT5200が 0.652，EMT5000が 1.364で EMT5200が予測値の幅が小さい傾向が認められた。 

 2つの色差計値の相関係数は，L値と a値が(-0.763)で高く，L値と b値(0.226)，a値と b値(-0.028)

は低かった。 

考   察 

 YCを表す RCF値は 1～15で，できるだけ YCの低い卵の調査を目的としたが，5が限界値であっ

たため，今回は RCF5～12の範囲内での比較となった。 

 EMT5200は，YCの高低をあらわす性能としては RCFと同等で，EMT5000よりその性能は高かっ

た。また，YCの等級の傾向として，RCFが 5～8の時，EMT5200が＋1高い値を示す傾向が認められ，

9以上の時はその差は小さくなった。EMT5200の YCと a値の相関係数は，RCFの YCと a値の相関

係数より若干低い程度で，a値については RCF同等の判断を行っていることが確認できた。また，一

方 EMT5000 は，試験 1 のように YC の低い部分は，測定値の精度が低く，通常機械の使用頻度が高

いであろう試験 2のような場合は，測定値の精度は高かった。 

 EMT5200および 5000の測定値の精度について，表 4に RCFから EMT5200および EMT5000の予

測値式と予測値の標準偏差を示した。試験 1 は EMT5200(0.542)，EMT5000(1.611)，試験 2 は

EMT5200(0.416)，EMT5000(0.495)であった。標準偏差が 0.5 の時，2 区のデータの 2 つの平均値間の

最小有意差(YCの差)が 1以下(危険率 5％)となるのに必要な最低反復数は 4個であり，標準偏差が 1.6

の時は 25 個必要となる。また，同種類の卵であっても表 3 に示した程度の標準偏差は存在する。機

械の精度と卵の個体差を考慮に入れると EMT5200および EMT5000を用いてその区のYCを調査する

場合は，最低 10個程度の反復数をとって，平均値で YCを求めるべきであろうと考えられた。 

 従来の RCFの方法は，客観的に YCを測定できる方法ではないため，色差計を利用して数値化した

福間らの報告 1)や，微妙な色の差を表現するために色差計値で測定した報告例等多数あるが，これら

の数値を利用し具体的に RCFを回帰式を用いて数値化することは具体化されていなかった。また，現

在，生産現場では RCF による卵黄色の評価が一般的であるが，RCF が製造中止となり，現在は既存

品で対応できても近い将来混乱が生じることが予測される。そんな中，EMT はこれまでになかった

RCF値そのものを機械が測定してくれる画期的な機械であり，今回の試験において，新型の YCの測

定精度は，かなり RCFに近くなったことが確認できた。 
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表 1 各測定法で得られた YC値の個数と色差計値の傾向(試験 1) 
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表 2 各測定法で得られた YC値の個数と色差計値の傾向(試験 2) 

 
表 3 卵の種類と各測定法で得られた YC値の比較(試験 2) 

 

表 4 RCFと EMT5200および EMT5000の回帰式 
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表 5 各測定法と色差計値の単回帰および重回帰式 

 

 


